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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部ユニットが下部ユニット上に積載されて成る紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットは、
　前記紙幣取扱装置に紙幣を入金、または前記紙幣取扱装置から前記紙幣を出金するため
の入出金口と、
　前記上部ユニットの下面に設けられ、前記下部ユニットとの間で前記紙幣を授受する第
１の紙幣授受部と、
　前記入出金口と前記第１の紙幣授受部との間で、前記紙幣を搬送する第１の搬送路と、
　を、備えるとともに、
　前記下部ユニットは、
　前記下部ユニットの上面に設けられ、前記上部ユニットとの間で前記紙幣を授受する第
２の紙幣授受部と、
　前記入出金口を介して入出金される前記紙幣を収納する紙幣収納庫と、
　前記第２の紙幣授受部と前記紙幣収納庫との間で、前記紙幣を搬送する第２の搬送路と
、
　を、備え、
　前記第１の紙幣授受部および前記第２の紙幣授受部は、一方が１箇所以上設けられ、他
方が２箇所以上設けられ、
　前記上部ユニットおよび前記下部ユニットのうち、前記紙幣授受部が２箇所以上設けら
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れているユニットの備える前記搬送路は、２箇所以上の前記紙幣授受部の中から、１箇所
の前記紙幣授受部を選択する選択部を備え、前記紙幣授受部を介して前記紙幣を搬送させ
ることを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットおよび前記下部ユニットのうち、少なくとも一方は、
　前記紙幣授受部に搬送される前記紙幣を検出する紙幣検出部を、さらに備えることを特
徴とする紙幣取扱装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の紙幣取扱装置であって、
　前記下部ユニットに対する前記上部ユニットの位置を検出するユニット位置検出部を、
さらに備えることを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の紙幣取扱装置であって、
　前記第１および第２の紙幣授受部のうち、少なくとも１箇所の紙幣授受部は、
　前記紙幣が、前記紙幣取扱装置外へ送出されないようにする紙幣送出防止部を、さらに
備えることを特徴とする紙幣取扱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上部ユニットが下部ユニット上に積載されて成る紙幣取扱装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、金融機関等を利用して、ユーザが入出金する場合には、現金自動取引装置（以下
、ＡＴＭともいう。）が使用されることが多い。ＡＴＭは、ユーザが入出金するための入
出金口と、ユーザにより入出金される紙幣を収納する収納庫と、入出金口と収納庫との間
で紙幣を搬送する搬送路と、を有する紙幣取扱装置を備える。そして、紙幣取扱装置には
、入出金口を供える上部ユニットを、収納庫を備える下部ユニットの上に積載した構成を
成すものがある。
【０００３】
　近年、ＡＴＭは、金融機関、コンビニエンスストア等、様々な場所に設置されるように
なり、設置場所に応じて、種々の設置形態をとるようになっている。
【０００４】
　例えば、ＡＴＭの設置形態として、金融機関の建物外部から操作できるように、上記し
た入出金口や、ユーザが入出金額の入力等を行なうための操作部のみが、壁面外部に露出
しており、収納庫等は、建物内部に配置されるような設置形態がある（以下、外壁設置と
もいう。）。図１３は、従来の、外壁設置されたＡＴＭを示す説明図である。ＡＴＭは、
ユーザＵＲが操作する操作パネルＯＰ、紙幣の入出金を行うための紙幣取扱装置１０Ｐか
ら構成される。図の例では、紙幣取扱装置１０Ｐは、入出金口１１０Ｐを備える上部ユニ
ット１００Ｐと、紙幣を収納するための収納庫を備える下部ユニット２００Ｐから構成さ
れる。ＡＴＭは、外壁ＷＬ、ＷＵの間に設けられた開口部から操作可能である。図１３に
示したＡＴＭでは、外壁設置にされると、入出金口１１０Ｐが、壁面よりユーザＵＲから
遠ざかる位置に配置されるため、ユーザＵＲが入出金の操作をする際に、腰をかがめなけ
ればならない場合があった。ＡＴＭを外壁設置にする場合は、ユーザが楽な姿勢で入出金
できるように、入出金口が収納庫よりもユーザ側（以下、前方ともいう）に突き出るよう
な配置のＡＴＭを用いるのが好ましい。そこで、入出金口を別ユニットとして、入出金口
を収納庫よりも前方に配置する構成が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２０９６０３ 号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、入出金口を別ユニットとすると、構造が複雑となるため、製造コストが
高くなり、また、ジャム紙幣を除去しにくくなるという問題がある。
【０００７】
　また、ＡＴＭの設置形態として、コンビニエンスストア等に単独で設置される形態もあ
る（以下、スタンドアロン設置ともいう。）ＡＴＭを、スタンドアロン設置にする場合に
は、入出金口が収納庫よりもユーザ側に突き出ていない方が、ユーザは入出金の操作をし
易い。
【０００８】
　このように、設置形態が異なると、紙幣取扱装置収納庫に対する入出金口の位置が異な
ってくる。そこで、本発明は、収納庫に対する入出金口の位置を容易に変更可能とする技
術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【００１０】
［適用例１］　上部ユニットが下部ユニット上に積載されて成る紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットは、
　前記紙幣取扱装置に紙幣を入金、または前記紙幣取扱装置から前記紙幣を出金するため
の入出金口と、
　前記上部ユニットの下面に設けられ、前記下部ユニットとの間で前記紙幣を授受する第
１の紙幣授受部と、
　前記入出金口と前記第１の紙幣授受部との間を、前記紙幣を搬送する第１の搬送路と、
　を、備えるとともに、
　前記下部ユニットは、
　前記下部ユニットの上面に設けられ、前記上部ユニットとの間で前記紙幣を授受する第
２の紙幣授受部と、
　前記入出金口を介して入出金される前記紙幣を収納する紙幣収納庫と、
　前記第２の紙幣授受部と前記紙幣収納庫との間を、前記紙幣を搬送する第２の搬送路と
、
　を、備え、
　前記第１の紙幣授受部および前記第２の紙幣授受部は、一方が、１箇所以上設けられ、
他方が２箇所以上設けられることを要旨とする。
【００１１】
　　例えば、上部ユニットと下部ユニット（両ユニットを合わせて、上下ユニットともい
う。）のそれぞれに紙幣授受部が１箇所ずつしか設けられていないと、下部ユニットに対
する上部ユニットの位置を変更すると、上下ユニットの紙幣授受部の位置が合わなくなる
ため、上下ユニット間で紙幣を授受することができなくなる。そのため、下部ユニットに
対する上部ユニットの位置を変更する場合には、どちらかのユニットを、紙幣授受部が異
なる位置に設けられている別のユニットに変えなければならない。
【００１２】
　本発明の紙幣取扱装置では、任意の１箇所の第１の紙幣授受部の位置を、任意の１箇所
の第２の紙幣授受部の位置と合わせることによって、上下ユニット間で紙幣が授受される
。下部ユニットに対する上部ユニットの位置を変更する場合に、上下ユニットの互いに合
わせる紙幣授受部を変更すれば、上下ユニット間で、紙幣を授受することができる。した
がって、下部ユニットに対する上部ユニットの位置を変更する場合に、ユニットを別のも
のに交換する必要がなく、容易に位置を変更することができるようになる。
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【００１３】
［適用例２］　適用例１に記載の紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットおよび前記下部ユニットのうち、前記紙幣授受部が２箇所以上設けら
れているユニットにおいて、
　前記ユニットの備える前記搬送路は、２箇所以上の前記紙幣授受部の中から、１箇所の
前記紙幣授受部を選択し、前記紙幣を搬送させる選択部を、さらに備えることが好ましい
。
【００１４】
　このようにすることによって、上下ユニット間で、位置を合わせている紙幣授受部に、
紙幣が搬送されるようになるため、所定の紙幣授受部以外に、紙幣が誤搬送されることを
回避することができる。
【００１５】
［適用例３］　適用例１または適用例２に記載の紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットおよび前記下部ユニットのうち、少なくとも一方は、
　前記紙幣授受部に搬送される前記紙幣を検出する紙幣検出部を、さらに備えるようにし
てもよい。
【００１６】
　このようにすると、紙幣授受部に搬送される紙幣を検出することができるため、例えば
、上下ユニット間における紙幣の授受に用いられる紙幣授受部に、紙幣が搬送されること
を確認することもできるし、上下ユニット間における紙幣の授受に用いられる紙幣授受部
以外の紙幣授受部に、紙幣が搬送された場合に、その紙幣を検出することもできる。その
ため、上下ユニット間における紙幣の授受に用いられる紙幣授受部以外の紙幣授受部に、
紙幣が搬送され、その紙幣が検出された場合に、警報を鳴らす等の報知手段を、紙幣取扱
装置に設ければ、その紙幣によって、搬送路がつまったり、紙幣取扱装置が故障したりす
ることを回避することができる。
【００１７】
［適用例４］　適用例１ないし適用例３のいずれかに記載の紙幣取扱装置であって、
　前記下部ユニットに対する前記上部ユニットの位置を検出するユニット位置検出部を、
さらに備えるようにしてもよい。
【００１８】
　このようにすることによって、下部ユニットに対する上部ユニットの位置を確認するこ
とができる。
【００１９】
［適用例５］　適用例１ないし適用例４のいずれかに記載の紙幣取扱装置であって、
　前記第１および第２の紙幣授受部のうち、少なくとも１箇所の紙幣授受部は、
　前記紙幣が、前記紙幣取扱装置外へ送出されないようにする紙幣送出防止部を、さらに
備えるようにしてもよい。
【００２０】
　このようにすることによって、たとえ、上下ユニット間における紙幣の授受に用いられ
る紙幣授受部以外の紙幣授受部に紙幣が搬送されたとしても、紙幣が紙幣取扱装置外へ送
出されることを減らすことができる。
【００２１】
［適用例６］　上部ユニットが下部ユニット上に積載されて成る紙幣取扱装置であって、
　前記上部ユニットは、
　前記紙幣取扱装置に紙幣を入金、または前記紙幣取扱装置から前記紙幣を出金するため
の入出金口と、
　前記上部ユニットの前記下部ユニットと対向する対向面に設けられ、前記下部ユニット
との間で前記紙幣を授受する第１の紙幣授受部と、
　前記入出金口と前記第１の紙幣授受部との間を、前記紙幣を搬送する第１の搬送路と、
　を、備えるとともに、
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　前記下部ユニットは、
　前記下部ユニットの前記上部ユニットと対向する対向面に設けられ、前記上部ユニット
との間で前記紙幣を授受する第２の紙幣授受部と、
　前記入出金口を介して入出金される前記紙幣を収納する紙幣収納庫と、
　前記第２の紙幣授受部と前記紙幣収納庫との間を、前記紙幣を搬送する第２の搬送路と
、
　を、備え、
　前記上部ユニットおよび前記下部ユニットのうち、少なくとも一方は、
　前記ユニットの備える前記紙幣授受部を、前記ユニットにおける前記対向面に沿って移
動させる移動部を、さらに備えることを要旨とする。
【００２２】
　このようにすると、下部ユニットに対する上部ユニットの位置を変更する場合に、上下
ユニット間で紙幣を授受できるように、紙幣授受部の位置を変更することができる。その
ため、紙幣授受部を複数備える必要がなく、また、上下ユニット内の構造も簡単になるた
め、安価に紙幣取扱装置を製造することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
Ａ．第１の実施例：
Ａ１．紙幣取扱装置の構成：
　本実施例の紙幣取扱装置１０は、例えば、ＡＴＭ（後述する）に内蔵され、ユーザが入
金した紙幣を収納し、また、ユーザの要求に応じて収納された紙幣をユーザに供給する装
置である。図１は、本発明の第１の実施例としての紙幣取扱装置１０の断面構成を概略的
に示す説明図である。
【００２４】
　紙幣取扱装置１０は、図１に示すように、上部ユニット１００が、下部ユニット２００
上に積載されて成る。下部ユニット２００の上面には、前後方向に（図１に矢印で前後方
向を示す）伸びるガイド（図示しない）が設けられている。上部ユニット１００を、その
ガイドに沿って、前後方向に移動させることにより、下部ユニット２００に対する上部ユ
ニット１００の位置を、前後方向に変更することができる。
【００２５】
　上部ユニット１００は、入出金口１１０、搬送路１２０、紙幣判別部１３０、搬送路切
替部１４０、リジェクト庫１５０、および第１の紙幣授受口１６０ａ~１６０ｃを備える
。入出金口１１０は、ユーザが紙幣を、紙幣取扱装置１０内に投入したり、紙幣取扱装置
１０から取り出すために設けられており、投入された紙幣を、１枚ずつ繰り出す機能を備
える。また、入出金口１１０には、開口部分を開閉するためのシャッタ１１２が設けられ
ている。搬送路１２０は、入出金口１１０、紙幣判別部１３０、リジェクト庫１５０、第
１の紙幣授受口１６０ａ~１６０ｃ間を繋ぎ、入出金口１１０を介してユーザとの間で授
受される紙幣を、上部ユニット１００内において搬送する。なお、具体的には、搬送ロー
ラ（図において、円形で表示する。）の間を繋ぐ搬送ベルトによって、紙幣が搬送されて
いる。
【００２６】
　紙幣判別部１３０は、授受される紙幣の種類、真偽、正損（奇麗な紙幣か汚れた紙幣か
）等を判別する。搬送路切替部１４０は、第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃの内、い
ずれかの第１の紙幣授受口に紙幣が搬送されるように、搬送路を切替えるものである。リ
ジェクト庫１５０は、紙幣判別部１３０において、出金に供しない紙幣（例えば、偽札や
汚れた紙幣等）と判別された紙幣を収納する収納庫である。第１の紙幣授受口１６０ａ~
１６０ｃは、上部ユニット１００と下部ユニット２００との間で、紙幣を授受するために
、上部ユニット１００の下面に、紙幣が通過可能な大きさに開口するように設けられてい
る。
【００２７】
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　下部ユニット２００は、金庫２５０、第２の紙幣授受口２１０、搬送路２２０、入出金
される紙幣を、金種別に収納するリサイクル庫２４０を備える。金庫２５０は、防犯のた
め、堅牢な筐体から成る。第２の紙幣授受口２１０は、第１の紙幣授受口１６０ａ～１６
０ｃと略同一の開口面積を成し、金庫２５０の上部に、一つ設けられている。搬送路２２
０は、第２の紙幣授受口２１０と各リサイクル庫２４０との間を繋ぎ、第２の紙幣授受口
２１０と各リサイクル庫２４０との間で、紙幣を搬送している。下部ユニット２００にお
いて、リサイクル庫２４０は、５つ備えられ、２つを千円札用、１つを５千円札用、残り
の２つを１万円札用に用いている。なお、個々のリサイクル庫に対する金種の割り振りは
、任意に設定することが可能である。なお、下部ユニット２００においても、上部ユニッ
トと同様に、搬送ローラ（図において、円形で表示する。）の間を繋ぐ搬送ベルトによっ
て、紙幣が搬送されている。
【００２８】
　紙幣取扱装置１０内の紙幣の流れについて、紙幣取扱装置１０がＡＴＭに内蔵されてい
る場合を例に挙げて、図１に基づいて簡単に説明する。紙幣取扱装置１０の備える紙幣取
扱制御部(図示しない)は、ＡＴＭの備える本体制御部からの指示に応じて入出金の制御を
行い、また、紙幣取扱装置１０の状態を必要に応じて本体制御部に送る。紙幣取扱制御部
は、各ユニット（入出金口１１０、紙幣判別部１３０、搬送ベルト、リジェクト庫１５０
、リサイクル庫２４０）の備える駆動モータ、電磁ソレノイド、アクチュエータ等（図示
しない）を、本体制御部から指示に応じて制御して、紙幣の搬送を行なう。
【００２９】
　ユーザが入金する場合は、まず、ユーザは、入出金口１１０に紙幣を投入する。入出金
口１１０に投入された紙幣は、入出金口１１０から繰り出され、搬送路１２０を通って、
紙幣判別部１３０に搬送される。搬送された紙幣は、紙幣判別部１３０によってその真偽
や正損状態が判別される。紙幣判別部１３０よって受け入れ不可（例えば、汚れた紙幣等
）と判断された紙幣は、搬送路１２０を通って、リジェクト庫１５０へ搬送され、リジェ
クト庫１５０に収納される。一方、紙幣判別部１３０よって受け入れ可能と判断された紙
幣は、搬送路１２０を通って、第１の紙幣授受口１６０ｂに搬送される。そして、第２の
紙幣授受口２１０を介して、下部ユニット２００内に搬送され、金種に応じて、各リサイ
クル庫２４０に収納される。
【００３０】
　ユーザが出金する場合は、ユーザが指定した金額に応じて、各リサイクル庫２４０から
所定の枚数ずつ紙幣が繰り出され、搬送路２２０を通って、第２の紙幣授受口２１０に搬
送される。そして、第１の紙幣授受口１６０ｂを介して、上部ユニット１００内に搬送さ
れる。紙幣は、搬送路１２０を通って、紙幣判別部１３０に搬送されて、上記と同様に１
３０によって真偽や正損状態が判別される。紙幣判別部１３０よって出金不可（例えば、
汚れた紙幣等）と判断された紙幣は、入金時と同様に、搬送路１２０を通って、リジェク
ト庫１５０へ搬送され、リジェクト庫１５０に収納される。一方、紙幣判別部１３０よっ
て出金可能と判断された紙幣は、搬送路１２０を通って、入出金口１１０に搬送され、ユ
ーザに供給される。
【００３１】
　図２は、紙幣取扱装置１０の一部を拡大して示す部分拡大図である。図２では、上部ユ
ニット１００の第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃ付近を、拡大して示している。上部
ユニット１００が備える搬送路１２０、搬送路切替部１４０、および第１の紙幣授受口１
６０ａ～１６０ｃについて、図２に基づいて、さらに詳しく説明する。
【００３２】
　搬送路１２０は、各第１の紙幣授受口１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃそれぞれに紙幣を
搬送できるように、各第１の紙幣授受口に対応させて、搬送路１２０ａ、１２０ｂ、１２
０ｃに分岐している。搬送路１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ付近には、搬送路切替部１４
０ａ、１４０ｂ、１４０ｃがそれぞれ設けられている。各搬送路切替部１４０ａ、１４０
ｂ、１４０ｃは、その配置角度を変えることによって、紙幣の搬送路を変更している。例
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えば、図２では、紙幣判別部１３０によって、受け入れ可能と判別された紙幣を、第１の
紙幣授受口１６０ｂに搬送する場合を図示している。搬送路切替部１４０ｂ、１４０ｃの
角度を、図示するように設定すると、紙幣は、搬送ベルトと、搬送路切替部１４０ｂとに
案内されて、図２に矢印で示すように、搬送路１２０ｂを通って、第１の紙幣授受口１６
０ｂへ搬送される。
【００３３】
　各第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃには、それぞれ、光センサ１７０ａ～１７０ｃ
が設けられている。紙幣によって、光センサ１７０ａ～１７０ｃのいずれかが遮光される
ことによって、紙幣が第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃのいずれかを通過したことを
検出することができる。
【００３４】
　本実施例において、後述するように、紙幣取扱装置１０がＡＴＭ内に配置されると、入
出金口１１０のある側（図１において、紙面右側）にユーザが立つ。本実施例では、図１
における紙面右側を前方、紙面左側を後方という。すなわち、紙幣取扱装置１０の入出金
口１１０が配置されている側が前側、リジェクト庫１５０が配置されている側が後側とな
る。換言すると、紙幣取扱装置１０のユーザに近い面を前面、ユーザから最も遠い面を背
面という。上部ユニット１００には、その前側に、３つの第１の紙幣授受口１６０ａ～１
６０ｃが、それぞれ、前後方向に、等間隔で配置されている。一方、下部ユニット２００
には、その前側に、１つだけ第２の紙幣授受口２１０が配置されている。
【００３５】
　図１に示す紙幣取扱装置１０は、第１の紙幣授受口１６０ｂを、第２の紙幣授受口２１
０に合わせて、上部ユニット１００を下部ユニット２００上に積載している。したがって
、上部ユニット１００の前面と、下部ユニット２００の前面とが、ほぼ同じ面位置になる
ように、下部ユニット２００に対して、上部ユニット１００が配置されている。
【００３６】
　しかしながら、本実施例の紙幣取扱装置１０では、第１の紙幣授受口１６０ａまたは、
第１の紙幣授受口１６０ｃを、第２の紙幣授受口２１０に合わせて、上部ユニット１００
を下部ユニット２００上に積載することもできる。図３は、第１の紙幣授受口１６０ｃを
、第２の紙幣授受口２１０に合わせた積載状態を示す説明図である。このようにすると、
上部ユニット１００の下部ユニット２００に対する配置は、上部ユニット１００の前面が
、下部ユニット２００の前面よりも、前方に突き出るような配置になる。なお、搬送路切
替部１４０の角度を、図示するように設定すると、紙幣は、搬送ベルトと、搬送路切替部
１４０とに案内されて、搬送路１２０ｃを通って、第１の紙幣授受口１６０ｃへ搬送され
る。例えば、外壁設置の場合に、このように配置すると、ユーザが楽な姿勢で入出金でき
るようになる。
【００３７】
　図４は、第１の紙幣授受口１６０ａを、第２の紙幣授受口２１０に合わせた積載状態を
示す説明図である。このようにすると、上部ユニット１００の前面が、下部ユニット２０
０の前面よりも、後方に控えるように、上部ユニット１００が下部ユニット２００上に配
置される。なお、搬送路切替部１４０の角度を、図示するように設定すると、紙幣は、搬
送ベルトと、搬送路切替部１４０とに案内されて、搬送路１２０ａを通って、第１の紙幣
授受口１６０ａへ搬送される。
【００３８】
　なお、図１、３、４では、説明のために、第１の紙幣授受口１６０と、第２の紙幣授受
口２１０との間を空けて表示しているが、実際には、嵌め合わせ機構等により、互いに嵌
合されている。しかしながら、嵌め合わせ機構でなくてもよい。例えば、本実施例におい
て、上部ユニット１００を下部ユニット２００上に載せる場合に、下部ユニット２００上
面に設けられたガイドに沿って、位置決めをするようにしているが、単に、下部ユニット
２００上に上部ユニット１００を載せるだけでもよい。そのような場合は、第１の紙幣授
受口１６０と第２の紙幣授受口２１０の開口部分を合わせるだけでもよい。
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【００３９】
　本実施例における第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃ、および搬送路１２０ａ～１２
０ｃが、請求項における第１の紙幣授受部に相当し、第２の紙幣授受口２１０、および搬
送路２２０が、請求項における第２の紙幣授受部に相当する。また、搬送路切替部１４０
ａ～１４０ｃが、請求項における選択部に相当し、光センサ１７０ａ～１７０ｃが、請求
項における紙幣検出部に相当する。
【００４０】
Ａ２．ＡＴＭの構成：
　図５は、ＡＴＭ１０００の概要を示す説明図である。図５では、紙幣取扱装置１０の使
用態様の一例として、スタンドアロン設置型のＡＴＭ１０００に紙幣取扱装置１０が内蔵
された状態を示している。ＡＴＭ１０００は、装置筐体２０と、紙幣取扱装置１０と、カ
ード・通帳処理部３０と、ユーザ操作部４０と、本体制御部(図示しない)を備える。カー
ド・通帳処理部３０には、カードスロット３２および通帳スロット３４が設けられている
。また、ユーザ操作部４０には、取引の内容等が表示される。紙幣取扱装置１０は、図１
に示すように、上部ユニット１００の前面と下部ユニット２００の前面とが、ほぼ同じ面
位置になるように、上部ユニット１００、下部ユニット２００が、配置されている。また
、紙幣取扱装置１０は、図示するように、入出金口１１０のシャッタ１１２が、装置筐体
２０の表面に露出するように配置されている。
【００４１】
　カード・通帳処理部３０、紙幣取扱装置１０およびユーザ操作部４０は、それぞれＵＳ
Ｂ等の回線によって本体制御部に接続され、本体制御部によって制御されている。例えば
、ユーザが、ＡＴＭ１０００を利用して、出金を行なう場合、本体制御部は、カード・通
帳処理部３０を制御して、キャッシュカードや通帳から情報を読み取って、ユーザを認証
する。また、本体制御部は、ユーザがユーザ操作部４０を介して入力した情報に基づいて
、紙幣取扱装置１０を制御して、所望の金額の紙幣をユーザに供給させる。なお、シャッ
タ１１２は、本体制御部の指示に応じて自動的に開閉する。
【００４２】
　また、本体制御部を、その他、外部インタフェース部、係員操作部、外部記憶装置等(
図示しない)と接続して、ＡＴＭのメンテナンス作業の際の情報の授受等を、本体制御部
によって制御するようにしてもよい。
【００４３】
Ａ３．第１の実施例の効果：
　以上説明したように、本実施例の紙幣取扱装置１０によれば、第１の紙幣授受口１６０
ａ～１６０ｃのいずれか一つを、第２の紙幣授受口２１０に合わせて、上部ユニット１０
０を下部ユニット２００上に積載することによって、上部ユニット１００の下部ユニット
２００に対する位置を変更することができる。したがって、紙幣取扱装置１０が内蔵され
るＡＴＭの設置形態に応じて、上部ユニット１００の下部ユニット２００に対する位置を
容易に変更することができるようになる。
【００４４】
　また、第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃのそれぞれには、搬送路１２０ａ～１２０
ｃがそれぞれ配置されている。そのため、搬送路１２０ａ～１２０ｃのいずれかと、搬送
路２２０とで、上部ユニット１００と下部ユニット２００との間で紙幣を行き来させるこ
とができる。そして、搬送路１２０ａ～１２０ｃには、それぞれ、搬送路切替部１４０ａ
～１４０ｃが設けられているため、搬送路切替部１４０ａ～１４０ｃの配置角度を変更す
ることによって、搬送路１２０ａ～１２０ｃの内、搬送路２２０へ紙幣を搬送する搬送路
へと、紙幣を案内することができる。したがって、搬送路２２０へ紙幣を搬送する搬送路
（例えば、図２における搬送路１２０ｂ）以外の搬送路（例えば、図２における搬送路１
２０ａ、１２０ｃ）に、紙幣が搬送されることが少なくなる。
【００４５】
　さらに、上述した通り、第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃには、それぞれ、光セン
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サ１７０ａ～１７０ｃが設けられているため、紙幣が目的の搬送路に搬送されたか否かを
確認することができる。さらに、紙幣が、誤って、目的の搬送路以外の搬送路に搬送され
た場合には、誤搬送を検出することもできる。誤搬送を検出した場合には、例えば、紙幣
取扱装置１０を停止させて、ＡＴＭ１０００の備えるユーザ操作部４０に誤搬送があった
旨を表示させるようにすることもできる。
【００４６】
Ｂ．第２の実施例：
　図６は、本発明の第２の実施例としての紙幣取扱装置１０Ａの断面構成を概略的に示す
説明図である。第２の実施例の紙幣取扱装置１０Ａは、図１に示す第１の実施例の紙幣取
扱装置１０と、同様に上部ユニット１００Ａが下部ユニット２００Ａの上に積載されて成
る。本実施例の紙幣取扱装置１０Ａでは、第１の紙幣授受口１６０、搬送路１２０、第２
の紙幣授受口２１０、および搬送路２２０が、第１の実施例の紙幣取扱装置１０と異なっ
ている。
【００４７】
　第１の実施例では、上部ユニット１００において、３つの第１の紙幣授受口１６０ａ~
１６０ｃが設けられると共に、紙幣を搬送する搬送路１２０が分岐していたのに対し、本
実施例では、下部ユニット２００Ａにおいて、３つの第２の紙幣授受口２１０ａ～２１０
ｃが設けられると共に、紙幣を搬送する搬送路２２０が分岐している。なお、上部ユニッ
ト１００Ａには、第１の紙幣授受口１６０が一つしか設けられておらず、搬送路１２０も
分岐していない。
【００４８】
　搬送路２２０ｂ、２２０ｃ付近には、搬送路切替部２３０ｂ、２３０ｃがそれぞれ設け
られている。各搬送路切替部２３０ｂ、２３０ｃは、その配置角度を変えることによって
、紙幣の搬送経路を変更している。例えば、リサイクル庫２４０から繰り出された紙幣を
上部ユニット１００Ａに搬送する場合には、搬送路切替部２３０ｃが図６のような角度に
設定されている。搬送路切替部２３０ｃをこのように設定すると、紙幣は、搬送ベルトと
、搬送路切替部２３０ｃとに案内されて、第２の紙幣授受口２１０ｃへ、搬送路２２０ｃ
を通って搬送される。そして、第１の紙幣授受口１６０を介して、搬送路１２０を通って
、上部ユニット１００Ａに搬送される。
【００４９】
　図６では、第１の紙幣授受口１６０を、第２の紙幣授受口２１０ｃに合わせて、上部ユ
ニット１００Ａを、下部ユニット２００Ａ上に積載している。したがって、上部ユニット
１００Ａの前面と、下部ユニット２００Ａの前面とが、ほぼ同じ面位置になっている。
【００５０】
　図７は、第１の紙幣授受口１６０を、第２の紙幣授受口２１０ａに合わせた積載状態を
示す説明図である。このようにすると、上部ユニット１００Ａの前面が、下部ユニット２
００Ａの前面よりも、前方に突き出るようになる。外壁設置の場合に、このような配置に
すると、ユーザが楽な姿勢で入出金できるようになる。
【００５１】
　なお、例えば、リサイクル庫２４０から繰り出された紙幣を上部ユニット１００Ａに搬
送する場合には、搬送路切替部２３０ｂおよび２３０ｃが図示するような角度に設定され
ている。搬送路切替部２３０ｂおよび２３０ｃをこのような角度に設定すると、紙幣は、
搬送路２２０ｂや２２０ｃへは搬送されず、搬送路２２０ａによって、第２の紙幣授受口
２１０ａへ搬送される。そして、第１の紙幣授受口１６０を介して、搬送路１２０を通っ
て、上部ユニット１００Ａに搬送される。
【００５２】
　以上説明したように、本実施例の紙幣取扱装置１０Ａによれば、第１の紙幣授受口１６
０を、第２の紙幣授受口２１０ａ～２１０ｃのいずれか一つに合わせて、上部ユニット１
００を下部ユニット２００上に積載することによって、上部ユニット１００の下部ユニッ
ト２００に対する位置を変更することができる。したがって、第１の実施例と同様の効果
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を得ることができる。
【００５３】
Ｃ．第３の実施例：
　図８は、本発明の第３の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｂの一部を拡大して示す部分
拡大図である。図８では、上部ユニット１００Ｂの第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃ
付近と下部ユニットの第２の紙幣授受口２１０付近を、拡大して示している。紙幣取扱装
置１０Ｂは、図１に示す第１の実施例の紙幣取扱装置１０の構成に加え、さらに、上部ユ
ニット１００Ｂの下部ユニットに対する位置を検出するユニット位置検出部１８０を備え
る。
【００５４】
　ユニット位置検出部１８０は、光学式センサから成り、光を発光する発光部１８０ａ～
１８０ｃと、光を受光する受光部１８０ｄを備えている。発光部１８０ａ～１８０ｃは、
上部ユニット１００Ｂに設けられ、それぞれ、第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃを光
が通過するように、発光する。一方、受光部１８０ｄは、下部ユニットの第２の紙幣授受
口２１０付近に設けられている。
【００５５】
　例えば、図８に示すように、第１の紙幣授受口１６０ｃを第２の紙幣授受口２１０に合
わせて、上部ユニット１００Ｂを下部ユニット上に積載している場合に、発光部１８０ｃ
から光を発光させて、受光部１８０ｄによって、その光を受光すれば、第１の紙幣授受口
１６０ｃと、第２の紙幣授受口２１０との位置が、合っていることを確認することができ
る。したがって、例えば、第１の紙幣授受口１６０ｃと第２の紙幣授受口２１０との位置
がずれていることによって、上部ユニット１００Ｂと下部ユニットとの間で紙幣が搬送さ
れず、紙幣がつまるというような不具合が生じることを低減することができる。
【００５６】
Ｄ．第４の実施例：
　図９は、本発明の第４の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｃにおける上部ユニット１０
０Ｃの断面構成を概略的に示す説明図である。本実施例の１０Ｃは、図１に示す第１の実
施例の紙幣取扱装置１０の構成に加え、さらに、上部ユニット１００Ｂは紙幣送出防止部
１９０ａ～１９０ｃを備える。紙幣送出防止部１９０ａ～１９０ｃは、第１の紙幣授受口
１６０ａ～１６０ｃそれぞれを閉塞できるような蓋状を成し、各第１の紙幣授受口に対し
て、一つずつ設けられている。
【００５７】
　例えば、図１に示すように、搬送路１２０ｃによって、紙幣を下部ユニットに搬送する
場合は、図９に示すように、搬送路１２０ｂおよび搬送路１２０ａが配置されている第１
の紙幣授受口１６０ｂおよび第１の紙幣授受口１６０ａは、それぞれ、紙幣送出防止部１
９０ｂ、紙幣送出防止部１９０ａによって閉塞されている。そして、紙幣送出防止部１９
０ｃは、第１の紙幣授受口１６０ｃを閉塞しない位置にずらされている。このようにする
ことによって、誤って、搬送路１２０ｂや搬送路１２０ａに紙幣が搬送されたとしても、
第１の紙幣授受口１６０ｂや第１の紙幣授受口１６０ａを介して、その紙幣が紙幣取扱装
置１０Ｃの外へ流出することを防止することができる。
【００５８】
　なお、本実施例において、紙幣送出防止部１９０ａ～１９０ｃとして、可動式のものを
示したが、固定式のものであってもよい。例えば、２つの紙幣送出防止部１９０ａ、１９
０ｂを備えるようにしてもよい。図１に示すように、搬送路１２０ｃを使用する場合には
、紙幣送出防止部１９０ａ、１９０ｂによって第１の紙幣授受口１６０ａ、１６０ｂを閉
塞する。また、搬送路１２０ｂを使用する場合には、紙幣送出防止部１９０ａ、１９０ｂ
によって第１の紙幣授受口１６０ａ、１６０ｃを閉塞する。このように、使用されない搬
送路が配置された第１の紙幣授受口を閉塞することによって、誤搬送により紙幣が紙幣取
扱装置１０Ｃの外へ流出することを防止することができる。
【００５９】
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Ｅ．第５の実施例：
　図１０は、第５の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｄの一部を拡大して示す部分拡大図
である。図１０では、上部ユニット１００Ｄの第１の紙幣授受口１６０Ｄ付近を拡大して
示している。本実施例の１０Ｄは、図１に示す第１の実施例の紙幣取扱装置１０と同様に
、上部ユニット１００Ｄが下部ユニット２００の上に積載されて成る。下部ユニット２０
０は、第１の実施例と同様であるが、上部ユニット１００Ｄの第１の紙幣授受口１６０、
搬送路１２０、および搬送路切替部１４０が、第１の実施例の上部ユニット１００と異な
っている。
【００６０】
　上部ユニット１００Ｄは、その下面に開口するように、１つの第１の紙幣授受口１６０
Ｄが形成されている。第１の紙幣授受口１６０Ｄは、第１の実施例における第１の紙幣授
受口１６０に比べると、上部ユニット１００Ｄの前後方向に長い形状を成す。そして、第
１の紙幣授受口１６０Ｄに紙幣を搬送できるように、搬送路１２０が分岐して、搬送路１
２０ａが配置されている。本実施例の上部ユニット１００Ｄでは、第１の紙幣授受口１６
０Ｄの範囲内で、搬送路１２０ａを前後方向に移動させることができる。
【００６１】
　搬送路１２０ａを移動させるための搬送路移動部１２２Ｓについて、図１０（ａ）に基
づいて説明する。図１０（ａ）、（ｂ）は、搬送路１２０ａの位置を変更した状態を示し
ている。図１０において、搬送路移動部１２２Ｓは、実線で表示されている。なお、本実
施例における搬送路移動部１２２Ｓが、請求項における移動部に相当する。
【００６２】
　搬送路移動部１２２Ｓは、２枚のプレート１２２と、複数の搬送ローラ１２４と、搬送
路切替部１４０と、を備える。２枚のプレート１２２を互いに平行に対向させて配置し、
その２枚のプレート１２２の間を掛け渡すようにして、搬送ローラ１２４が配置されてい
る。そして、搬送路切替部１４０は、図示するように、角度を変更可能にプレート１２２
に取り付けられている。
【００６３】
　２枚のプレート１２２を、上部ユニット１００Ｄの側面（ユーザから見て、左右の面）
の内側に、それぞれ、固定することによって、搬送路移動部１２２Ｓを上部ユニット１０
０Ｄ内に設置する。図１０では、ユーザから見て右側の側面に固定されたプレート１２２
を示している。すなわち、搬送ローラ１２４は、紙面に垂直に伸びている。なお、プレー
ト１２２および上部ユニット１００Ｄの側面には、長孔１２６が設けられており、その長
孔１２６にボルトを通して、ナットで締め付けることによって、プレート１２２を上部ユ
ニット１００Ｄの側面に固定している。
【００６４】
　上部ユニット１００Ｄ内に、搬送路移動部１２２Ｓを設置して、各搬送ローラ１２４の
間を繋ぐように、搬送ベルトをかける。そうして、搬送路切替部１４０の角度を変更する
ことによって、図に一点鎖線で示すような搬送路１２０、１２０ａができる。
【００６５】
　プレート１２２と、上部ユニット１００Ｄの側面の長孔１２６の位置をずらして、ボル
トとナットで締め付けることによって、上部ユニット１００Ｄ内における搬送路移動部１
２２Ｓの位置を、所定の範囲内で、前後方向にずらすことができる。そうすると、上部ユ
ニット１００Ｄ内における搬送路１２０ａの位置を、前後方向にずらすことができる。し
たがって、搬送路１２０ａと、下部ユニット２００の搬送路２２０との位置を合わせるこ
とによって、上部ユニット１００Ｄの、下部ユニット２００に対する位置を変更すること
ができる。
【００６６】
　図１０において、（ａ）と（ｂ）とは、下部ユニット２００の前面の位置を合わせて表
示している。図１０（ａ）と（ｂ）とを比較すると、（ａ）に示す上部ユニット１００Ｄ
の前面は、（ｂ）に示す上部ユニット１００Ｄよりも距離ｍだけ、前方に突出している。
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このように、本実施例の紙幣取扱装置１０Ｄによれば、上部ユニット１００Ｄ内における
搬送路１２０ａの位置を所定の範囲内で、任意に変更することによって、上部ユニット１
００Ｄの下部ユニット２００に対する位置を、任意に変更することができるようになる。
【００６７】
　また、第１～４の実施例に示した紙幣取扱装置のように、搬送路１２０や２２０を複数
に分岐させたり、搬送路切替部１４０を複数備えたりする必要がないため、紙幣取扱装置
の構造を簡単にすることができ、また、部品点数を減らすことができるため、より安価に
製造することができる。
【００６８】
Ｆ．変形例：
　なお、この発明は上記の実施例に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲に
おいて種々の態様で実施することが可能であり、例えば次のような変形も可能である。
【００６９】
　（１）上記した第１～４の実施例において、第１の紙幣授受口１６０または第２の紙幣
授受口２１０が複数設けられているが、それぞれ一つずつ設けるようにしてもよい。例え
ば、第１の実施例のように搬送路１２０が搬送路１２０ａ～１２０ｃに分岐する場合、い
ずれの搬送路によっても紙幣が第１の紙幣授受口１６０に搬送されるように、開口面積の
広い第１の紙幣授受口１６０を一つ形成すればよい。このようにしても、搬送路１２０ａ
～１２０ｃのいずれかを、搬送路２２０の位置に合わせることによって、上部ユニット１
００の下部ユニット２００に対する位置を変更することができる。
【００７０】
　（２）上記した第１～４の実施例において、３つの第１の紙幣授受口１６０ａ～１６０
ｃまたは３つの第２の紙幣授受口２１０ａ～２１０ｃを、前後方向に並べて形成するもの
を示したが、例えば、ユーザから見て左右方向に並べてもよい。例えば、第１の実施例の
ように搬送路１２０が搬送路１２０ａ～１２０ｃに分岐する場合、搬送路１２０ａ～１２
０ｃも左右方向に分岐させる。このようにすれば、上部ユニット１００を下部ユニット２
００に対して、左右方向にずらして配置することができる。
【００７１】
　（３）上記した第３の実施例における、ユニット位置検出部１８０は、上部ユニット１
００Ｂに発光部１８０ａ～１８０ｃ、下部ユニットに受光部１８０ｄを備えているが、ユ
ニット位置検出部１８０はこのような構成に限定されない。例えば、以下のように構成す
ることができる。
【００７２】
　（３－１）図１１は、第３の実施例におけるユニット位置検出部１８０の変形例１を示
す説明図である。ユニット位置検出部１８０Ｅは、発光部１８０ａ～１８０ｃと、受光部
１８２ａ～１８２ｃと、反射鏡１８４と、を備える。発光部１８０ａ～１８０ｃと、受光
部１８２ａ～１８２ｃとは、図示するように、上部ユニット１００Ｅ内に、それぞれ第１
の紙幣授受口１６０ａ～１６０ｃに対応させて設けられている。反射鏡１８４は下部ユニ
ットの第２の紙幣授受口２１０付近に設けられている。
【００７３】
　例えば、図示するように、第１の紙幣授受口１６０を、第２の紙幣授受口２１０に合わ
せて、上部ユニット１００Ｅが下部ユニット上に積載されている場合、発光部１８０ｃか
ら光を発光すると、反射鏡１８４によって反射されて、その反射光を受光部１８２ｃが受
光する。これによって、第１の紙幣授受口１６０と、第２の紙幣授受口２１０との位置が
合っていることを確認することができる。したがって、第３の実施例と同様の効果を得る
ことができる。
【００７４】
　（３－２）図１２は、第３の実施例におけるユニット位置検出部１８０の変形例２を示
す説明図である。ユニット位置検出部１８０Ｆは、発光部１８０ａ～１８０ｃと、受光部
１８２ａ~１８２ｃと、遮光部１８６と、を備える。発光部１８０ａ～１８０ｃと、受光
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部１８２ａ~１８２ｃとは、上部ユニット１００Ｆに、それぞれ第１の紙幣授受口１６０
ａ～１６０ｃに対応させて設けられている。遮光部１８６は、下部ユニットの第２の紙幣
授受口２１０付近に設けられている。
【００７５】
　例えば、図示するように、第１の紙幣授受口１６０ｃを、第２の紙幣授受口２１０に合
わせて、上部ユニット１００Ｅが下部ユニット上に積載されている場合、発光部１８０ｃ
から発せられた光が、遮光部１８６によって遮られる。したがって、受光部１８２ｃは、
発光部１８０ｃが発行する光を受光することができない。すなわち、発光部１８０ｃから
発光させた場合に、受光部１８２ｃが受光しなければ、第１の紙幣授受口１６０と、第２
の紙幣授受口２１０との位置が合っているということになる。したがって、第３の実施例
と同様の効果を得ることができる。
【００７６】
　(３－３)また、上記したように、光センサを用いるものだけでなく、例えば、上部ユニ
ットの前面と、下部ユニットの前面との距離を測定する等、種々の方法によって、下部ユ
ニットに対する上部ユニットの位置を検出することができる。
【００７７】
　（４）上記した実施例では、紙幣を搬送するために、搬送ベルトを利用するものを示し
たが、搬送ベルトを利用して搬送するものに限定されない。例えば、搬送ローラと、プラ
スチックのガイドを配設して、搬送ベルトが配置されない構成にしてもよい。このように
しても、搬送ローラと、プラスチックガイドとによって、紙幣は搬送される。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の第１の実施例としての紙幣取扱装置１０の断面構成を概略的に示す説明
図である。
【図２】紙幣取扱装置１０の一部を拡大して示す部分拡大図である。
【図３】第１の紙幣授受口１６０ｃを第２の紙幣授受口２１０に合わせた積載状態を示す
説明図である。
【図４】第１の紙幣授受口１６０ａを第２の紙幣授受口２１０に合わせた積載状態を示す
説明図である。
【図５】ＡＴＭ１０００の概要を示す説明図である。
【図６】本発明の第２の実施例としての紙幣取扱装置１０Ａの断面構成を概略的に示す説
明図である。
【図７】第１の紙幣授受口１６０を第２の紙幣授受口２１０ａに合わせた積載状態を示す
説明図である。
【図８】本発明の第３の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｂの一部を拡大して示す部分拡
大図である。
【図９】本発明の第４の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｃにおける上部ユニット１００
Ｃの断面構成を概略的に示す説明図である。
【図１０】第５の実施例としての紙幣取扱装置１０Ｄの一部を拡大して示す部分拡大図で
ある。
【図１１】第３の実施例におけるユニット位置検出部１８０の変形例１を示す説明図であ
る。
【図１２】第３の実施例におけるユニット位置検出部１８０の変形例２を示す説明図であ
る。
【図１３】従来の外壁設置されたＡＴＭを示す説明図である。
【符号の説明】
【００７９】
　　１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄ…紙幣取扱装置
　　２０…装置筐体
　　３０…カード・通帳処理部
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　　３２…カードスロット
　　３４…通帳スロット
　　４０…ユーザ操作部
　　１００、１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄ、１００Ｅ、１００Ｆ…上部ユニ
ット
　　１１０…入出金口
　　１１２…シャッター
　　１２０、１２０ａ、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ…搬送路
　　１２２…プレート
　　１２２Ｓ…移動部
　　１２４…搬送ローラ
　　１２６…長孔
　　１３０…紙幣判別部
　　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ…搬送路切替部
　　１５０…リジェクト庫
　　１６０、１６０Ｄ、１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃ…第１の紙幣授受口
　　１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃ…光センサ
　　１８０、１８０Ｅ、１８０Ｆ…ユニット位置検出部
　　１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ…発光部
　　１８０ｄ…受光部
　　１８２ａ、１８２ｂ、１８２ｃ…受光部
　　１８４…反射鏡
　　１８６…遮光部
　　１９０ａ、１９０ｂ、１９０ｃ…紙幣送出防止部
　　２００、２００Ａ…下部ユニット
　　２１０、２１０ａ、２１０ｂ、２１０ｃ…第２の紙幣授受口
　　２２０、２２０ａ、２２０ｂ、２２０ｃ…搬送路
　　２３０ｂ、２３０ｃ…搬送路切替部
　　２４０…リサイクル庫
　　２５０…金庫
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